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研究成果の概要（和文）：本研究では、オンラインとオフライン、個別学習とグループ学習を融合させたブレン
ド型英語学習環境を構築するために、まず、学習支援システム（LMS)を利用した個別学習のための教材開発を行
った。この結果、教室内外における個別学習とグループ学習を融合させたブレンド型英語学習システムが構築で
きた。次に、システムの運用と評価を行った。アンケートの結果から、学生達はLMSの使用に対して概ね肯定的
な意見を持っていることが明らかになった。しかし、グループ学習におけるLMS上のコンテンツの有用性に関し
ては否定的な意見もあり、課題が残った。今後の研究では、学習者の自律性に関して質・量的分析を基により解
明していきたい。

研究成果の概要（英文）：In the present study, first, in order to construct a blended English 
language learning environment integrating online/offline, individual/group learning, materials for 
individual learning were developed using a Learning Management System (LMS). Consequently, a blended
 English language learning system was constructed. Then, delivery and evaluation of the system 
followed. Based on the questionnaire results, it became clear that students generally had positive 
opinions on using LMS for learning. However, negative opinions were also heard about efficacy of the
 learning materials on LMS for offline group learning. In future studies, further investigation of 
learner autonomy is intended based on qualitative and quantitative research analysis. 

研究分野： 英語教育

キーワード： 英語学習者の自律性　ブレンド型学習

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学習支援システムなどのオンラインの学習リソースと、教室におけるグループ学習などのオフラインの学習リソ
ースを融合させる際に留意すべき点が明らかになったことで、より質の高いブレンド型教育システムの構築につ
ながる。実証的研究の結果から、ブレンド型学習を通した英語学習者の自律性の変化への理解が深まり、今後の
研究課題がより明白になった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
（１） それまでの成果 
高専の教員である研究代表者と研究分担者は、2010 年から今日まで続いている国際交流を取

り入れた英語教育プログラムの運営に携わってきた。その結果、継続した国際交流と英語教育
の取り組みの成果が認められ、2016 年 2 月に「高専にグローバルを！専門英語による実践的
英会話力育成プログラムの開発」という題で、九州工学教育協会賞を受賞した。この受賞は、
本プログラムにおける教育実践が学外からも高く評価された結果であると考えられる。本プロ
グラムは改良を重ねながら、現在においても継続して実施されている。 
さらに、長年英語教育に携わっている研究代表者らは、学習に効果的な教材開発を進めてき

た。2009 年には、英語リスニングの教材開発に取り組み、共著本として「Streams Level 1」
～「Streams Level 4」（増進堂・受験研究社）の４冊の教科書を公刊した。石貫（2013）では、
「妥当性」「実用性」の概念を基準とした教材の評価を行い、学習のためにより効果的なリスニ
ング教材の開発に向け考察を行い、リスニング教材におけるタスクのオーセンティシティを高
める必要性と学習者のメタ認知を養うことによるリスニング力向上の可能性などを明らかにし
た。 
その後、研究代表者は、オンライン上で良質かつ無料のオーセンティックなリソースを英語

教材として利用しながら、教材開発の研究を行ってきた。その際、リスニング、スピーキング、
リーディング、ライティングという４技能に特化せず、英語学習を通して学習者の認知的能力
や知識を伸ばすことが可能であるような、より包括的な教材開発を目指し、研究を深めてきた。
（例：Ishinuki, 2014） 

 
（２） 学習者の自律性を伸ばすためのブレンド型学習システム 
社会が多様化、グローバル化し、技術進歩も早い現代において、「学習者の自律性」は、日本

国内外において重要視されている概念である。日本国内においては 2006 年 12 月に公布・施行
された現行の教育基本法にもその理念は盛り込まれており、教育現場における実践においてそ
の実現が求められている。それにも関わらず、自律性涵養のための実証的研究は、研究開始当
初から現在に至るまでまだ不十分である。 
具体的な学習プロセスにおいて、学習者の自律性の伸長のために昨今注目されているのが、

ICT（Information and Communication Technology）を利用した学習である。しかし、ICT を
利用した外国語学習の問題点は、従来の学校教育とオンライン学習の融合の方法が、確立して
いない点にあった。特に、学校教育における ICT を利用したブレンド型教育のシステム作り
やそのシステムの評価に関する研究結果の共有が求められてきた。  
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、第一に、オンラインとオフライン、個別学習とグループ学習を融合させた

ブレンド型英語学習環境を構築することである。次に、構築したシステムの運用を行い、その
システムの評価を行うことである。システムの評価において、運用における問題点を洗い出し、
その改善方法を考察する。その結果を広く共有することにより、今後のブレンド型学習システ
ムの質を高める。さらに、データをもとに、当該システムが学生の自律性の伸長に与える影響
を明らかにする。 

 
３． 研究の方法 
（１）学習者の自律性を高めるためのブレンド型学習システムの構築 
① 学習支援システム（LMS）の運用 
 学習支援システム（LMS）は、本学に導入されている Blackboard を利用する。Blackboard
を利用することで、個々の学習者の学習法や内容における選択肢を増やすと共に、個別学習の
より精密なデータ管理が可能になる。 
教材開発においては、インターネット上の無料動画サイト(TED Talks 等)を用いた教材や独

自の教材を Blackboard 上に提供し、共有する。具体的には、Blackboard のテスト作成機能を
利用し、クイズ問題を作成したり、音声編集読み上げソフトの HOYA Globalvoice English3 等
を利用し、教材用の音声データを作成し、そのデータをもとにリスニング問題を作成する。 
さらに、毎回の授業後に、学生自身が学習振り返り（My Learning Diary）を Blackboard

上で行い、その記録を残す。学生が自身の学習管理が可能になるよう、記録は保存し、後から
でも見返すことができるよう設定する。 
 
② ブレンド型学習システムでの学習方法 
ブレンド型学習システムにおける具体的な学習方法として、まず、Blackboard 上の教材を

個別に学習し、本プログラムの国際交流時に必要な、プレゼンテーションの構成、語彙などに
関するスキーマを向上させる。次に、Blackboard 上で学習した内容に関連した内容を、ネイ
ティブ英語話者の教師を交えた少人数英会話セッションで発表する。その後、海外からの短期
留学生たちとの交流において、それまでの学習を応用させた形で、各グループでプレゼンテー
ションを準備し、発表する。発表に関する評価は、教師による評価に加え、学習者同士の相互



評価（ピアアセスメント）の形で行い、協同学習を押し進める。さらに、個々の学習に関する
振り返り（自己評価）を行いながら、英語学習に関するメタ認知力を養いながら、自律学習へ
のトレーニングを行う。 
 

（２）学習者の自律性を高めるためのシステム評価 
① Blackboard 上の学習者の英語学習に関する質・量的データ分析 
 LMS の Blackboard 上の授業内外における英語学習データから、個々の学生の個別学習にお
ける自律性の評価を行う。加えて、Blackboard 上の学習振り返り（My Learning Diary）に関
する記述から、学生の自律的学習に関する内容を考察する。 
 
② 学習者へのアンケート 
本研究では、大きく 2 種類のアンケートを実施する。まず、英語学習のために Blackboard

上の学習コンテンツを利用した学生を対象とした、Blackboard 利用に関するアンケートの結
果から、本研究における Blackboard の有用性を明らかにする。 
次に、自律性を測定するためのアンケートの回答からは、ブレンド型学習システムが自律性

の変化に与える影響を明らかにする。自律学習の評価法としては、英語学習における学習者の
考え、学習ストラテジーの使用、自己効力感に関する項目を含む Izumi, Shiwaku and Okuda 
(2011)におけるアンケートを高専コンテクストに改変させたものを使用する。アンケートの結
果は、統計ソフト SPSS を用いて統計処理を行い、自律学習の観点からの学習システムに対す
る評価分析を行う。 
 
４．研究成果 
（１） LMS を利用した学習システムの構築 

① 自主学習教材としての LMS 
 教室内外の英語学習に資するため、研究代表者らが開発した教材を LMS 上で共有した。本
教材の内容には、担当教員が準備したプレゼンテーションに関する動画と、プレゼンテーショ
ンに使用される英語表現に関する資料を載せた‘Example poster presentation’がある。さら
に、コンテンツを大きく 5 つのカテゴリー（ ‛Presentation listening’、 ‛Math quiz’、
‛TOEIC Communication’、‛TED Talks’、‛Khan Academy’）に分け、コンテンツ毎に、
リスニング教材や動画に基づく問題（多肢選択式、空所補充、マッチング形式問題など）を準
備した。参加学生にとってコンテンツ利用を容易にし、学生たちのコンテンツの利用を促すた
め、学習コンテンツのリスト（図 3）は、印刷して配布した。 
                                          
                        
                       
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1. 学習教材例                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. 学習教材例              図 3. 学習コンテンツリスト 
 
② 学習振り返りダイアリーとしての LMS 
 毎回の授業後に、各学生が Blackboard 上で学習振り返りを行い、自身の学習を管理しやす
いようにその記録を残せるようなシステムを準備した。そして、学生のコメントに対し、学生
の学習をさらに促すような教員からのフィードバックを与えることが可能な仕組みを構築した。 
 



 
 
 
 
 

 
 

 
 

図 4. 学習振り返りの例 
 
（２） 学習者へのアンケート 
① Blackboard 利用に関するアンケート 
 英語学習のために Blackboard 上の学習コンテンツを利用した学生（45名）を対象としたア
ンケートでは、Blackboard における学習が英語力の向上に役立ったという学生の割合が、全
体の約９割を占めた（図 5）。加えて、8 割の学生は、Blackboard 上で共有した教材の内容の
面白さに肯定的な認識を示した（図 6）。そのような学生達の Blackboard 利用に関する肯定的
な認識にも関わらず、約４割の学生たちは、本ブレンド型学習で大きな役割をしめていた、グ
ループ学習としての国際交流において、Blackboard を利用した学習は有用ではなかったと否
定的な感想を示した（図 7）。 

  
                   

  
 
 
 
  
  

 
 

   
図 5. 英語力向上のための Blackboard の利用  図 6. Blackboard 教材の内容の面白さ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 7.交流準備のための Blackboard の利用 

 
本アンケートの結果から、学生達は、LMS を使用した学習に対して、学習方法のレパートリ

ーが増え、内容を高く評価したという点で、概ね肯定的な意見を持っていることがわかった。
その一方で、LMS をブレンド型学習において利用する際の課題も明らかになった。具体的には、
学習コンテンツ開発と、LMS の利用方法に関する課題であった。 
本研究において LMS は、個別学習とその記録の目的で使用した。そのため、インターネッ

ト上の良質な無料動画サイト(TED Talks等)に関連した教材や、独自の動画や音声教材をLMS
上で共有した。しかし、結果として、課題克服のためには、国際交流における言語コミュニケ
ーションの構成要素を特定した上で、構成要素に基づいたより洗練された教材の開発が必要で
あることが明らかになった。そうすることで、LMS を使用する学習が、国際交流により役立つ
ものとなることが期待される。 
さらに、自律的学習のためには、個別性よりもむしろ、学習者間や言語使用者間の相互依存

的な関係性がより重要であると考えられる。本研究において LMS は、個別学習の目的のみで
利用するように設計されていたが、個別学習のみならず、協働学習の目的でも LMS を利用で
きるような学習設計が今後は重要であろう。 
 
② 自律性を測定するためのアンケート 
 当初の予定通り、自律学習の評価法としては、Izumi, Shiwaku and Okuda (2011) のアン
ケートを高専コンテクストに改変させたものを使用した。アンケートは、英語学習における学



習者の考え、学習ストラテジーの使用、自己効力感に関する項目を含む、6件法（1：全く当て
はまらない、2：当てはまらない、3：あまり当てはまらない、4：まあまあ当てはまる、5：よ
く当てはまる、6:とてもよく当てはまる）のアンケートである。アンケートは、本プログラム
においてブレンド型学習システムを経験した学生42名と、経験しなかった学生103名を対象に、
プログラム開始時と終了時に行った。アンケート結果を確認すると、結果は正規分布していな
かったため、SPSS を使用した統計分析は、ノンパラメトリック検定を行った。 
まず、ブレンド型学習システムを経験した学生 42名のシステムを経験する前後の有意差を調

べるために、ウィルコクソンの符号順位検定を行った。その結果、以下の８項目が、有意水準
5％で有意であった。 
 
(36) 英語をできるだけネイティブのように発音することが大事だ。 
(39) 英語の授業で，先生が言っていることが全て分からなくても気にならない。 
(51) 英文和訳（英語から日本語へ訳すこと）をした。 
(57) 英語で人と会話した。 
(59) 英語で雑誌、本、新聞などを読んだ。 
(60) 英語でメール、手紙、日記などの文章を書いた。 
(62) 英語で考えるようにした。  
(63) 英語話者が言ったことをまねした。 
 
上記の結果から、プログラムを通して学習した学生たちの持つ英語学習への考えの変化（#36、
#39）が明らかになった。さらに、残りの項目（#51、#57、#59、 #60、#62、#63）の変化から
は、学生たちの学習ストラテジーの使用に関する変化が明らかになった。#51 以外の項目は、
全て平均値が増加しており、肯定的な変化であった。一方、#51 だけは、平均値が減少してお
り、否定的な変化であった。 
 しかし、上記の結果からは、自己効力感に関する事前事後の有意差は認められなかった。そ
のため、マン・ホイットニーの U検定を事前事後で行い、ブレンド型学習システムを経験した
学生と、経験しなかった学生のグループ間の比較を行った。結果として、事前では有意差が見
られなかった以下の 4項目は、事後においてはグループ間で有意水準 5％で有意であった。 
 
(36) 英語をできるだけネイティブのように発音することが大事だ。 
(50) 文法規則や単語、熟語を暗記した。 
(57) 英語で人と会話した。 
(72) 英語を聞いて理解する能力に自信がある。 
 
#36 と#57 は、グループ内の事前事後における変化で有意差が認められた項目である。加えて、
学習ストラテジーの使用に関する#50 と、自己効力感に関する#72 の有意差が、事後のグループ
間で見られた。 
 これらの結果から、学習ストラテジーの使用の増加が、複数の項目の有意差から明らかにな
った。グループ内の事前事後の比較における結果からは明らかにされなかったが、ブレンド型
学習システムを経験した学生と、経験しなかった学生の比較からは、ブレンド型学習システム
を通して、自己効力感が増加している可能性も考えられる。 
また、学生たちの持つ英語学習への考えの変化として、ネイティブのように発音することの

重要性に対する認識が増加したと考えられる。ただ、この点に関しては、「ネイティブ」という
表現に対する理解が学生によって異なる可能性があり、学生たちの持つ「ネイティブ」話者へ
の認識の相違に関しては議論の余地が大いにある。 
 グループを基準にしたアンケート結果の分析から、学生たちの持つ英語学習への考えや、ス
トラテジー使用におけるプログラムを通した変化が明らかになった。しかし、本アンケート結
果のみでは、学習者の自律性を包括的に評価することが困難であると共に、個別の学習者に関
する考察を深めることも難しく課題が残った。 
 本研究では、初年度に、LMS のシステム上の問題から、学内でそれまで継続して運用を予定
されていた LMS から別の LMS に変更される可能性が生じたため、継続運用の決定まで研究実
施が保留になるという事態に直面した。結果として、質的分析を十分に行うための時間上の制
約が生じ、自律学習の観点からの学習システムに対する評価分析においては、課題が残った。 
今後の研究では、ケーススタディ等の手法を取り入れながら、個々の学習者に対する理解を

さらに深める必要がある。ブレンド型学習システムにおける学習者の自律性の変化を包括的に
測定・評価するためのツールの開発等も視野に入れながら、今後の研究において、共に個人レ
ベル、グループレベルで、質・量的分析をもとにした学習者の自律性に関するさらなる解明に
取り組んでいく予定である。 
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